
ご挨拶
★土曜日の午後の外出から
  12 月から、毎週土曜日の午後は外に出かけています。12月 3日は平和台公園のアスレチック広
場でした。家から野球道具やサッカーボール、そりなどを用意してきた子ども達は、やる気満々で
出かけました。フェイスブックの写真でも紹介しましたが、子ども達のはつらつとした動きには、
非日常を楽しむ心が踊っているように見えます。野球場の広さに驚き、ピッチャーマウンドからバッ
ターまでの距離の遠さに『プロ野球ってすごいんだねー』と感心しきり。いつもの室内の野球の遊
びにも変化がみられるかもしれません。

  12 月 10 日は電車で青島に行きました。電車は片道 20分の距離。電車内は結構混んでいて立っ
ていましたが、徐々に降車する人がいると、空いた席を見つけて落ち着いて座っていました。その
うち周囲に興味が向き、座ったまま目で探索です。何を見つけたのでしょうか。
　青島は２度目だったっため今回は植物園にも行きました。前回と同様にみんな砂浜での貝拾いに
夢中で「宝貝」なるものを持ち帰って、後日きれいに拭き上げ大切そうに保管し、時々出しては愛
おしそうに丁寧に扱っています。共同制作の材料になりそうです。

　12月 17日は、お出かけ先を子ども達と相談して市民の森公園に決めました。サイクリングや池
の鯉と戯れることで十分満喫したのか持参したボールに出番はありませんでした。自然の魅力には
勝てませんね。これからも土曜日の午後の外出先での様々なアクシデントや出会いの数ほど子ども
達の新たな一面と出会えることが楽しみです。

★初めてのクッキング
　12月 24日は、2グループに分かれてケーキ作りに挑戦しました。2人のチームは話し合いなが
ら市販のスポンジに生クリームを全体にのばし周囲にクラッカーを貼り付け、上の面にはクリーム
のお花が敷き詰められ、そこにチョコレートペンで思い思いのデザインを描き、グミやミックスカ
ラーでカラフルにトッピングするとクリスマス仕様のデコレーションの出来上がです。べつのグ
ループが生クリームで描いたのは顔でした。トッピングも可愛らしく独特のケーキが完成しました。
みんなそれぞれに喜んで参加し、協力し合っていました。出来上がったケーキとシャンパンで乾杯！
素敵なクリスマスパーティーになりました。プレゼントは、知り合いから寄贈された雑誌の付録で
したが最新号のためか子どもたちには好評で「これが一番嬉しい」との正直な感想にちょっと複雑。
でも全てに喜んでもらえて私たちも大満足でした。
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◇保護者の皆さまへのお知らせ紙です◇

★最近のちょっとした出来事から
　子どもたちが何かを学ぶとき身体感覚を伴って学習するかどうかが大切なポイントになります。
社会性は、単なる情報習得だけでは十分ではなく、人間関係に関連するたくさんの要素である「責
任感」「思いやり」「自己主張」「感情抑制」「気配り」など社会性として一括りには出来ない無数の
態度や能力は、集団の遊びの中で、人や自然、出来事などの相互作用で身についていくものです。
　知識はその習得過程に伴う感動によって、単なる知識になるか生活する力として身につくのか大
きく変わってきます。
  先日の子ども達の遊びの中での一コマ。3人の子ども達が新聞紙を丸めて作った小さなボールで
玉入れを始めました。そんなとき Aくんが「Bくんは欲張り」とぽつんと言うのです。見ると Bく
んは両手いっぱいにボールを抱えています。「じゃあ Aくんも欲張ってみようよ」とたくさんのボー
ルを拾い集めました。すると両手いっぱいになった球を投げにくそうにかごに向かって投げていま
したが、その後はもう両手一杯に玉を持つことはせず、他児と競いながらボールを拾っては投げ拾っ
ては投げ、賑やかな笑い声が時間を忘れるほど続きました。Bくんも同じでした。
一つでも多く持ちたいのはみんな同じです。Aくんは自分がボールをたくさん持ってみたけれど、
Bくんが欲張りではないことが何となく理解できました。
　独り占めになるほど拾い集めてもいいのです。遊んでいる最中に分け合う方が盛り上がって楽し
めるものです。そして、「分け合ったから楽しかったね～」という共感の言葉と結びついたときに
心で理解できるのではないでしょうか。
「分けてあげて」「独り占めしないで」と言葉だけで注意するのでは「言われたことを守る」という
指導になってしまい、本物の理解に繋がりにくいのです。
「お互い様」は忠告という形はとらず、単純な「欲張り」という言葉を、悪のイメージで頭で覚え
させるのではなく「みんなでやる方が楽しい」というわき出てくる気持ちの経験の方がずっと前向
きです。
　社会性という無数の態度や能力は、集団の遊びの中でのせめぎ合いの中で、場面ごとの折り合い
方を自然に学んでいけるのです。私たち職員の役割は、子ども達の示すサインを感じ取ることに最
大限の注意と配慮を施し、必要なときに必要なヒントで、子ども達の持つ潜在能力を引き出すこと
です。
　HOW-TO で覚えると、困るのは子ども達自身です。型どおりの答えを当てはめる事が出来るほ
ど日常生活の出来事は単純ではありません。子ども達が困ったときに人に助けを求める方法をたく
さん経験しておくことの方が現実的です。


